
ボランティア活動団体向け講習会 ボランティア活動団体応援講座

「団体の危機を乗り越え新たな道を切り開くコツ」

● 日 時 １月１９日(金) １０：００～１２：００

● 場 所 八潮市身体障害者福祉センターやすらぎ

● 内 容 講演・グループワーク

｢団体の危機を乗り越え新たな道を切り開くコツ｣

● 講 師 NPOフュージョン長池

理事長 田所 喬(たどころたかし)氏

● 参加者 ２７名

■ 日 時 ３月７日(木) １３：３０～１５：３０
■ 場 所 八潮市身体障害者福祉センターやすらぎ（鶴ヶ曽根414-1）
■ 内 容 講義・実技「大人から子供まで、笑顔になれるレクリエーション」、情報交換・交流
■ 講 師 彩の国福祉レクリエーション・ネットワーク 運営委員 山森澄子 氏
■ 対 象 者 ふれあいサロン運営者または居場所づくりに興味がある方
■ 定 員 ２０人（申し込み順、各町会・自治会等の団体から原則１人まで）
■ 参 加 費 無料
■ そ の 他 動きやすい服装
■ 申込方法 ３月４日（月）までに電話等でお申し込みください｡
■ 申込・問い合わせ先

八潮市社会福祉協議会 TEL 048-995-3636 FAX 048-995-5287

■ 日 時 ３月２４日(日) １３：３０～１５：３０
■ 場 所 やしお生涯楽習館２階 映像ホール
■ 内 容 智恵子抄(高村光太郎作)、もちもちの木(斎藤隆介作)、はなになりたい(すまいるママ作)

おぼろ月(藤沢周平作)、ならぬ堪忍(山本周五郎作)などの朗読をします。
■ 対 象 小学生以上の方
■ 定 員 ４０人(当日先着順)
■ 参 加 費 無料
■ 問い合わせ先 朗読ボランティアうしお文庫 小林：048-935-7820

■ 日 時 ３月１日(金) １３：００～１６：００
■ 開催方法 オンライン開催 (zoom)
■ 内 容 ミニ講義｢災害時に社協は何ができるか｣

トークセッション｢社協、民生委員、ボランティア、市民それぞれの立場で何ができるか｣
グループワーク｢個人や自分の所属する組織で支援したいこと、支援できること｣

■ 講 師 一般社団法人BIGUP石巻 代表理事 阿部由紀 氏
■パネリスト 平成２９年台風２１号災害で川越市内で災害を経験した自主防災会、元民生委員、社協職員
■ 対 象 者 ボランティア、民生委員、社協職員、行政担当者、自主防災関係者、テーマに関心のある方
■ 定 員 なし
■ 参 加 費 無料
■ 申込方法 ２月１６日(金)まで申し込みフォーム(https://ws.formzu.net/fgen/S88564209/)からお申し込

みください。 申し込みQRコードはこちら→
■ 問い合わせ先

埼玉県社会福祉協議会 地域福祉部 地域活動支援課
TEL 048-822-1248 FAX 048-822-3078
メール：vc@fukushi-saitama.or.jp

＜講座の様子＞

こんなところが参考になった！参加して良かった！の声

【 講演で学べたこと 】

・代表を引き継ぐとき自分の分身を探さない。

・プレッシャーになるから｢やり方｣は引き継がない方が良い。

・他のグループと協力しあうことが大切。

・若い人を取り込むためには、ちょっとしたイベントを実施するとよい。

・地域の立地、環境を生かした活動が大切。

【グループワークで学べたこと】

・他の団体の活動に対する思いや考えを聞くことができた。

・参加者それぞれがボランティア活動を楽しんでいることがわかった。

・メンバー集めにはクチコミが大切。

・新たなつながりができた。

・他の団体の悩みや工夫していることがわかった。

などの感想が寄せられ大変有意義な講座となりました。

お忙しい中、ご参加いただいた皆様ありがとうございました。

この講座は、ボランティア活動団体の運営を強化、活性化していくために年に１回
実施しています。
今年度は、ボランティア活動団体が、団体の魅力、課題を再認識し、未来を見据えた

活動のあり方、代表のスムーズな引き継ぎ方法等について考える機会とし、活動の存続
危機があったとき、それを乗り越え活動を継続できるよう実施しました。

ふれあいサロン交流会

～ 笑顔パワーで心とからだの健康づくり ～
ふれあいサロンの活動促進を目的に「お金をかけずに」「身近にあるもので」「簡単で」
「すぐに役立つ」レクリエーションを紹介します。ぜひ、ご参加ください。

第１３回地域福祉推進プラットフォーム

～ 災害支援のために「私たち」ができること ～

聞いてみませんか!

朗読ボランティアうしお文庫

～ 春の朗読会 ～


